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平
成
18
年
度
予
算
は
、税
収
の

落
ち
込
み
や
地
方
交
付
税
の
減

額
に
よ
っ
て
、歳
出
予
算
に
対
し

て
歳
入
予
算
が
大
幅
に
不
足
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
、貯
金
に
あ

た
る
基
金
を
約
13
億
５
千
万
円

取
り
崩
し
て
編
成
し
ま
し
た
が
、

こ
の
基
金
の
残
高
も
、年
々
減
少

し
、残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
以
降
に
お
い
て

も
、私
た
ち
の
ま
ち「
庄
原
市
」の

自
治
体
経
営
を
行
う
に
は
、歳
入

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
出
を
抑
え
、効
率

的
で
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、将
来
に
向
け
た
財

政
推
計
を
行
う
な
か
で
引
き
続

き
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、来
月
号
か
ら「
庄
原
市

の
台
所
事
情
」と
題
し
て
、市
の

財
政
状
況
な
ど
を
連
続
し
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

⑤働く場の創出

⑥その他の事業　

長期総合計画の策定

長期総合計画

主　な　施　策 事　業　費

958万円

持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
て

働
く
場
の
創
出

5

農業自立振興プロジェクト事業

アグリチャレンジャー支援事業

木質バイオマス資源活用に関する調査事業

備北材活用調査研究事業

資源循環型農業確立支援事業

森林整備地域活動支援交付金事業

農村都市交流事業

企業立地対策事業

中小企業振興対策事業

中心市街地にぎわい再生事業

観光インフォメーション機器整備事業

観光交流事業

県立広島大学研究開発助成事業

新産業創出事業

産学官連携推進事業

農林畜産業の振興

産・学・公・民の連携による新しい産業づくりと人づくり

観光・交流産業の振興

商工業の振興

主　な　施　策 事　業　費

1,226万円

2億8,643万円

1,021万円

148万円

1,042万円

7,968万円

232万円

1,339万円

7,893万円

1,098万円

635万円

4,726万円

1,594万円

751万円

212万円

　市政の振興に寄与された方などを表彰する平成17年度

庄原市表彰状授与式を3月28日、庄原市ふれあいセンター

で開催しました。

　新市において新たに制定した庄原市表彰条例に基づいて、

多年にわたり市政の発展に貢献された方や市民の模範と

認められる功績のあった方など86人を表彰しました。

　滝口市長は「記念すべき第1回の表彰状授与式に、これだ

け多くの方を表彰でき喜びにたえません。献身的なご努力

と不断のご苦労に対し深く敬意を表します」と感謝の意を

込めて、出席された25人に表彰状を手渡し、記念品を贈り

ました。表彰を受けられた皆様、誠におめでとうございます。

合併後初めての表彰状授与式
市政の振興に寄与された方など86人を表彰

堂本　　悟（西城町）　中谷　憲登（高茂町）

多年にわたり農業委員会委員に在職され市政の発展に貢献された方

堀川　一正(高茂町)

多年にわたり庄原市三次市学校組合教育委員会委員に
在職され市政の発展に貢献された方

田渕　啓樹（中本町）　戸谷　完二（三日市町）
林　　　充（三日市町）　細川　　仁（東城町）

多年にわたり学校医に在職され、市政の発展に貢献された方

片岡　主一（中本町）　牧原　伸夫（西本町）
八谷　和彦（川北町）

多年にわたり学校歯科医に在職され市政の発展に貢献された方

吉川　幸治（東城町）

多年にわたり学校薬剤師に在職され市政の発展に貢献された方

兼藤　豊守（西城町）　佐竹　　敏（川北町）
田岡日奈江（濁川町）　竹森　義教（西城町）
矢吹　明徳（総領町）

多年にわたり民生委員児童委員に在職され市政の発展に貢献された方

西田　博兆（中本町）　平田　常雄（西城町）

多年にわたり交通安全事業の推進に貢献された方

土居　　緑（東本町）

倉田百三の研究活動を通して文化の発展に貢献された方

叶�　正明（実留町）
杉田　勝則（西城町）
福原　一志（口和町）
安井耕一郎（西城町）

30回以上、自らの血液を
献血事業にささげられた方

藤井　宏信（西城町）

自己の危険を顧みず
人命を救助された方

小山　　英（高　町）

多年にわたり開業医として
地域医療に貢献された方

株式会社　ワイエヌエス
代表取締役社長
大江　博海（新庄町）

庄原市新庁舎建設資金として
多額の寄附をされた方

有限会社　林商会
代表取締役
松森　昭夫（東本町）

市内の公民館にペレット
ストーブを寄贈された方

多年にわたり消防団員に在職され、市政の発展に貢献された方

●氏名（五十音順）　

秋山多津夫（総領町）
天野　　武（総領町）
池田　好幸（総領町）
出口　敬三（総領町）
稲迫　健二（総領町）
上田　　稔（高野町）
岡下　清次（西城町）
岡田　佳典（総領町）
片倉　孝則（西城町）
金築　博敏（高野町）
金森　照芳（西城町）
木村　　悟（西城町）
古生　聖二（総領町）
小島　清志（総領町）
小林　一範（総領町）
小林　伍雄（総領町）
坂本　寅男（市　町）
坂本　　誠（西城町）
作田　　義（西城町）
佐々木賢次（総領町）
杉原　一則（東本町）
垰　　周志（総領町）
瀧口　隆巳（総領町）
竹林　芳郎（高野町）
竹藤　健治（高野町）
田中　一登（高野町）
塚原　俊和（総領町）
中　　正士（総領町）
中川　茂樹（西本町）
永田　修治（総領町）

永田　豊秋（高野町）
中原　雅信（三日市町）
中本　憲幸（水越町）
根波　裕治（高野町）
橋本　義昭（高野町）
花谷　静男（総領町）
林　　廣実（高野町）
春田　正治（総領町）
廣安　　優（尾引町）
福岡　数義（上原町）
藤岡　幸博（西城町）
藤迫　公二（総領町）
藤田　正雄（西城町）
藤原　公俊（高野町）
堀江　修治（高野町）
松田　　勉（総領町）
三村　秀雄（総領町）
宗兼　角夫（総領町）
毛利　悦二（総領町）
森川　　昇（総領町）
柳生　光明（西城町）
安田　里樹（西城町）
矢吹　　忍（総領町）
矢吹　正直（総領町）
山口　忠男（西城町）
山田　　明（西城町）
山元　晴記（総領町）
横岩　清司（総領町）
横山　政治（総領町）

　「
農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、「
儲
か
る
」「
儲

け
る
」と
い
う
視
点
で
本
市
の
農

林
業
を
真
剣
に
見
つ
め
な
お
し
、

地
域
資
源
の
再
認
識
と
掘
り
起

こ
し
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
地
域

の
力
を
結
集
し「
農
業
に
よ
る
定

住
社
会
の
復
活
」を
め
ざ
し
ま
す
。

計
画
的
、年
次
的
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
が
、当
面
、営
農
指
導

体
制
の
強
化
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
土
づ
く
り
、和
牛
の
共

同
飼
育
な
ど
、新
た
な
分
野
へ
の

開
拓
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
農
家
宿
泊
施
設
改
造
費
助
成

事
業
」、「
市
民
農
園
開
設
費
助
成

事
業
」を
継
続
し
、農
村
・
農
業
の

魅
力
を
都
市
住
民
に
伝
え
る
こ

と
で
地
域
へ
の
誘
導
を
図
り
、交

流
展
開
の
中
か
ら
新
た
な
産
業

化
の
誘
導
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、記
録
的
な
豪
雪
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
た
果
樹
、園
芸

施
設
へ
の
緊
急
対
策
事
業
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
活
力

の
再
生
に
向
け
、引
き
続
き
交
流

サ
ロ
ン
ラ
ッ
キ
ー
を
拠
点
と
す

る
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
や
文

化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

中
小
企
業
振
興
事
業
、融
資
制
度

の
促
進
事
業
、企
業
立
地
の
意
向

調
査
等
に
よ
り
、企
業
活
動
の
支

援
、地
域
企
業
の
育
成
並
び
に
企

業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
に
関

し
て
は
、「
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
機
器
整
備
事
業
」と
し
て

道
の
駅
の「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
サ
ロ
ン
東

城
」と「
リ
ス
ト
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

へ
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、

時
期
に
応
じ
た
観
光
情
報
の
提

供
に
努
め
る
ほ
か
、引
き
続
き「
庄

原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
事
業
」に
参

画
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
ー
ク
」が
２
０
０
７
年
世
界

陸
上
選
手
権
に
向
け
た
日
本
チ

ー
ム
の
合
宿
候
補
地
と
し
て
選
定
・

要
請
を
受
け
、陸
上
競
技
場
の
一

部
を
全
天
候
型
に
改
修
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、「
定
住
対
策
」と
し
て
、

高
速
バ
ス
に
よ
る
広
島
市
の
通

勤
圏
内
化
を
促
進
す
る
た
め
、バ

ス
会
社
の
協
力
を
得
て
、「
早
朝

に
お
け
る
広
島
直
行
便
の
運
行
」、

「
利
用
者
の
負
担
軽
減
助
成
」な

ど
を
行
い
ま
す
。
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